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明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
、
小
浜
線
全
線
開
通
な
ど

小
浜
の
発
展
に
尽
力
し
た
地
区
出
身
の
国
会
議
員
・
山

口
嘉
七
の
功
績
を
広
め
、住
民
の
郷
土
愛
を
育
も
う
と
、

雲
浜
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
そ
の
功
績
を
ま
と
め

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
地
区
民
に
配
布
。
今
年

の
3
月
に
は
、
小
浜
公
園
内
の
山
口
嘉
七
顕
彰
碑
横
に

あ
る
略
伝
を
記
し
た
看
板
を
整
備
し
ま
し
た
。

　
雲
浜
に
は
多
く
の
偉
人
が
い
ま
す

が
、
小
浜
の
礎
を
築
い
た
山
口
嘉
七

の
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
山
口
嘉
七
が
私
財
を
投
じ
て
開

設
し
た
小
浜
公
園
に
あ
る
看
板
を
整

備
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
市
民
や

観
光
客
の
皆
さ
ん
に
、
そ
の
功
績
を

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す

　
小
浜
城
址
が
残
る
か
つ
て
の
城
下
町
・
雲
浜
地
区
。
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
を
中
心
に
、
郷
土
の
偉
人
や
一
級
河
川
・
北
川
な
ど
の

地
域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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市
内
を
流
れ
る
北
川
は
、
近
畿

地
方
整
備
局
が
所
管
す
る
一
級
河

川
の
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
で
毎
年
1

位
を
保
っ
て
い
る
、
全
国
で
も
有

数
の
き
れ
い
な
川
で
す
。
そ
の
北

川
を
生
か
し
て
、
住
民
の
環
境
保

全
へ
の
意
識
の
向
上
を
図
ろ
う
と
、

雲
浜
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、

毎
年
、
国
土
交
通
省
と
連
携
し
て

川
に
住
む
生
物
の
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
7
月
に
地

区
民
と
雲
浜
小
学
校
児
童
ら
36
人

が
参
加
し
て
、
川
の
汚
れ
や
生
き

物
の
変
化
を
調
査
し
ま
し
た
。
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な
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地
区
民
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
雲
浜
地
区
民
生
委
員
が
中
心
と
な
り
、
昨

年
7
月
に
雲
浜
公
民
館
で
、
健
康
交
流
の
つ
ど

い
を
開
催
。
公
民
館
に
設
置
し
て
い
る
健
康
器

具
の
体
験
や
、

保
健
師
に
よ
る

認
知
症
相
談
、

血
圧
相
談
な
ど

が
行
わ
れ
、
参

加
し
た
約
50
人

の
地
区
民
は
、

健
康
に
対
す
る

知
識
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

健康器具を体験する地区の皆さん

北川で調査を行う子どもたち

（上）小浜公園にある山口嘉七顕彰碑、（下）整備をする委員会の皆さん

ＮＥＷ
Ｓ

「ぎょうさんええもんおおきんね」完成

　市内の伝統行事や
名所をまとめたパン
フレットが完成しま
した。24 年度いいと
こ小浜づくり事業の
ひとつで、昨年の夏
から市民有志が各地
区で調査したもので
す。各公民館に置い
ていますので、皆さ
んぜひご覧ください。

▲自然エネルギーを学ぼう（同事業）

▲小浜線開業90周年記念事業（同事業）

▶
海
夢
ト
ン
ネ
ル
壁
画
制
作
（
24
年
度
採
択
事
業
）

【対象の事業】
市民と市が協働で取り組む、地域の課題解
決につながる事業（年度内に終了すること）

【応募資格】
次のすべてに該当する団体
① 5人以上で構成されている
②市内に活動拠点がある
③会則などがあり責任者が明確である
④適切な会計処理が行われている

【助成額】
事業費の4分の3以内（上限45万円）
※３カ年を限度として、継続事業も対象
　としました。ただし、応募と審査は毎
　年必要です

【募集期間】
4 月 1日㊊〜 5月 17日㊎
※申し込み方法など詳しくは市民協働課
　☎内線372までお問い合わせください

地域活動への助成事業をご利用ください

ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
募
集
　

   
あ
な
た
の
活
動
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

平
成
25
年
度

　　　域の活動やコミュニティが活性化する取
　　　り組みを支援します。

市

地

　市では、ふるさと納税を活用して、
市民の自主的なまちづくり活動を促
進し、協働によるまちづくりを進める
ため、平成 21 年度から「いいとこ小
浜づくり活動支援事業」に取り組ん
できました。このたび、より協働を
推進するため、事業の見直しを行い、
事業名を「いいとこ小浜づくり協働推
進事業」として、提案を募集します。

市民総合賠償補償保険について
　　　では、全国市長会の市民総合賠償補償保険に加入しています。市が主催・共催する社会
　　　社会奉仕活動などが対象です。詳しくは総務課☎ 357 までお問い合わせください

自主防災組織活動（生活安全課☎内線 472）
防災訓練や防災資機材の購入などへの補助

中山間地域の活動（企画課☎内線 344）
農村交流や新商品の開発などの活動への補助

集会所整備（企画課☎内線 344）
コミュニティ活動のための集会所整備への補助

市民団体の社会貢献活動（市民協働課☎内線 372）
活動に必要な消耗品など現物を支給

地域コミュニティ活動（市民協働課☎内線 372）
祭りやレクリエーション活動などへの補助

集会所トイレ改修（健康長寿課☎内線 174）
集会所トイレの洋式化工事への補助

地域環境づくり（都市整備課☎内線 245）
道路や側溝の維持・補修、河川の土砂排出などに、
現物支給や機械リース料を支給

鳥獣害対策（農林水産課☎内線 285）
鳥獣を追い払う花火や爆竹の一部費用を助成

地域の緑化推進（農林水産課☎内線 287）
地域住民が行う植樹作業に苗木を支給

地域除雪作業（都市整備課☎内線 245）
燃料や修繕など除雪機械への経費を補助

いいとこ小浜づくり事業


